
博
覧
会
・
共
進
会
関
係
の
県
庁
文
書
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
八
酒
造
年
度
全
国
新
酒
鑑
評
会
に
て
、
福
島
県

は
五
年
連
続
金
賞
受
賞
数
一
位
に
輝
い
た
。
こ
の
鑑
評
会
は

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
創
立
さ
れ
た
伝
統
あ
る
会

で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
品
評
会
自
体
は
明
治
初
期
よ
り
行
な

わ
れ
、
当
時
は
博
覧
会
・
共
進
会
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

殖
産
興
業
の
旗
印
の
下
、
政
府
は
博
覧
会
・
共
進
会
へ
の
出

品
を
奨
励
す
る
こ
と
で
、
産
業
技
術
の
革
新
や
製
品
の
品
質

向
上
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
た
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
博
覧
会
・
共

進
会
の
な
か
で
、
最
も
格
式
が
高
か
っ
た
の
は
国
際
的
な
万

国
博
覧
会
で
あ
っ
た
。
明
治
政
府
は
、
明
治
六
年
の
ウ
ィ
ー

ン
万
国
博
覧
会
か
ら
公
式
参
加
を
始
め
、
日
本
を
象
徴
す
る

優
れ
た
工
芸
品
の
数
々
を
出
品
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
に

は
、
若
松
県
（
現
在
の
福
島
県
の
前
身
の
ひ
と
つ
）
の
絵
蝋

燭
も
含
ま
れ
て
お
り
、
県
庁
文
書
に
は
博
覧
会
事
務
局
か
ら

若
松
県
に
宛
て
ら
れ
た
「
表
状
」
（
表
彰
状
）
が
残
さ
れ
て

い
る
（
「
明
治
・
大
正
期
の
福
島
県
庁
文
書
」
一
二
二
所
収
、

写
真
）
。

　

一
方
、
国
内
で
も
、
全
国
規
模
の
内
国
勧
業
博
覧
会
や
地

域
・
部
門
ご
と
の
共
進
会
な
ど
が
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。
当

然
、
福
島
県
か
ら
も
多
く
の
出
品
が
な
さ
れ
、
県
は
そ
の
取

り
ま
と
め
に
奔
走
し
て
い
る
。
出
品
物
の
種
類
や
点
数
は
時

期
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
総
じ
て
養
蚕
関
係
（
繭

や
生
糸
な
ど
）
が
高
く
評
価
さ
れ
た
よ
う
だ
。
そ
の
背
景
に

は
、
生
産
者
の
努
力
に
加
え
、
福
島
県
蚕
業
学
校
（
明
治

二
十
九
年
開
校
、
現
・
福
島
県
立
福
島
明
成
高
等
学
校
）
の

設
立
な
ど
県
の
支
援
も
あ
っ
た
。

　

博
覧
会
や
共
進
会
に
関
す
る
簿
冊
は
、
主
に
「
明
治
・
大

正
期
の
福
島
県
庁
文
書
」
の
農
務
部
門
に
分
類
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
を
紐
解
く
こ
と
に
よ
り
、
当
時
の
産
業
の
様
子

や
今
日
に
至
る
発
展
の
道
筋
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
山
田 

英
明
）
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第
二
代
米
沢
藩
主
上
杉
定
勝
の
時
代
で

あ
っ
た
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
七
月

二
十
六
日
、
米
沢
藩
の
福
島
郡
代
河
田
氏

親
と
同
栃
本
秀
親
は
連
名
で
、
伊
達
郡
東

根
郷
内
の
各
村
々
で
鮒
・
鰻
漁
を
許
可
し

た
者
た
ち
の
名
前
を
書
き
上
げ
た
折
紙
の

文
書
を
、
東
根
上
郷
大
肝
煎
渡
部
新
左
衛

門
・
東
根
下
郷
大
肝
煎
堀
江
与
五
右
衛
門

に
対
し
て
与
え
た
の
で
あ
る
（
庄
司
家
文

書
Ⅰ
三
六
九
五
）
。
東
根
上
郷
は
現
在
の

伊
達
市
保
原
町
お
よ
び
同
市
伏
黒
・
箱
崎

の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
東
根
下
郷
は
伊
達

市
梁
川
町
を
指
し
て
い
る
。

　

米
沢
藩
の
公
用
で
鮒
・
鰻
が
必
要
な
際

に
漁
を
許
可
さ
れ
た
の
は
、
東
根
上
郷
で

は
下
保
原
・
伏
黒
・
上
保
原
・
柱
田
・
金

原
田
・
富
沢
・
一
柳
の
七
ヶ
村
十
四
人
、

東
根
下
郷
で
は
粟
野
・
仁に

の

袋
ふ
く
ろ

・
細
谷
の

三
ヶ
村
四
人
、
合
計
で
は
十
ヶ
村
に
住
む

十
八
人
の
漁
師
で
あ
っ
た
。
特
に
下
保
原

村
で
は
六
人
の
漁
師
が
許
可
さ
れ
、
水
産

資
源
が
豊
富
で
漁
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と

み
ら
れ
る
。
ま
た
、
公
用
の
際
に
は
速
や

か
に
供
出
す
る
こ
と
が
命
ぜ
ら
れ
、
通
常

は
自
分
用
と
し
て
も
捕
獲
が
認
め
ら
れ
て

い
た
。
こ
れ
以
外
の
者
の
漁
は
一
切
禁
止

さ
れ
、
処
罰
の
対
象
で
あ
っ
た
。

　

鮒
・
鰻
の
主
な
漁
場
は
、
阿
武
隈
川
・

広
瀬
川
・
伝で

ん

樋ぴ

川
・
金
原
田
川
・
東
根
川
・

高
成
田
川
な
ど
の
河
川
、
砂
子
堰
・
富
沢

堤
な
ど
の
人
工
的
な
灌
漑
用
水
も
含
ま
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
米
沢
藩
の
奉
行
・
郡
代
・

代
官
層
が
発
給
す
る
文
書
様
式
の
特
徴

は
、
官
途
や
実
名
の
表
記
は
な
い
こ
と
が

多
く
、
苗
字
の
み
に
黒
印
を
据
え
た
書
札

様
式
で
あ
る
と
い
う
点
を
指
摘
で
き
る
。

　

河
田
氏
親
の
印
章
は
壺
形
印
、
陽
刻
の

印
文
は
、
口
縁
部
に
「
河
田
」
、
胴
部
に

「
寶
」
と
隷
書
体
で
彫
ら
れ
て
い
る
。
栃

本
秀
親
の
印
章
は
二
重
郭
方
印
、
陽
刻
の

印
文
は
隷
書
体
の
「
調
」
の
字
で
あ
る
。

　

こ
の
文
書
の
原
本
は
、
二
人
の
宛
名
人

の
う
ち
知
行
石
高
が
多
か
っ
た
渡
部
家
で

保
管
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
宛
名
人
が
二
名

で
あ
っ
て
も
、
原
本
が
二
通
出
さ
れ
る
こ

と
は
な
く
、
堀
江
家
に
は
同
文
の
江
戸
期

の
写
が
伝
来
し
て
い
る
。�

（
渡
邉 

智
裕
）

　

白
川
郡
小
田
川
村
（
現
矢
祭
町
）
文
書

の
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
「
居こ

じ士
号
内

済
之
事
」
（
佐
川
幸
一
家
文
書
二
六
六
）

は
、
戒
名
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
。
上か

み
せ
き関

河ご

う

ど内
村(

同
町)

の
文
左
衛
門
は
、
大
般

若
経
の
仏
事
を
世
話
し
た
た
め
、
同
村
禅

宗
積
泉
寺
か
ら
生
前
に
居
士
号
を
許
さ
れ

位
牌
が
立
て
ら
れ
た
。
し
か
し
、
同
村
の

村
役
人
は
、
前
例
が
無
い
事
を
理
由
に
居

士
号
の
贈
号
に
異
を
唱
え
、
当
事
者
間
で

決
着
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
表
沙
汰
に

な
る
の
を
懼お

そ

れ
た
近
村
の
村
々
が
仲
裁
に

入
り
、
和
解
案
が
本
書
に
記
さ
れ
た
。

　

和
解
案
の
一
つ
目
は
、
文
左
衛
門
の
貢

献
を
認
め
、
大
般
若
経
に
願
主
と
し
て
居

士
号
を
記
し
、
俗
名
は
記
載
し
な
い
こ

と
。
二
つ
目
は
、
過
去
帳
に
居
士
号
を
記

さ
な
い
こ
と
。
三
つ
目
は
、
積
泉
寺
に
あ

る
居
士
号
を
記
し
た
位
牌
は
、
目
に
留
ま

る
の
で
東
舘
村
（
同
町
）
禅
宗
東
慶
寺
に

移
す
こ
と
。
寺
法
を
立
て
、
文
左
衛
門
の

貢
献
を
称
え
つ
つ
、
こ
の
一
件
が
表
面

化
し
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
た
折
衷
案
で
あ

る
。
以
上
三
点
を
記
し
た
内
済
証
文
が
、

文
左
衛
門
・
村
役
人
・
積
泉
寺
か
ら
東
慶

寺
和
尚
や
小
田
川
村
名
主
ら
へ
送
ら
れ

た
。
本
書
か
ら
は
、
当
地
方
の
農
民
が
居

士
号
を
破
格
と
捉
え
、
憚

は
ば
か

る
意
識
が
垣
間

見
え
る
。
居
士
号
は
極
め
て
由
緒
あ
る
家

に
し
か
許
さ
れ
な
い
認
識
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
当
館
収
蔵
の
史
料
に
は
、
近
世

中
後
期
の
他
地
方
で
、
新
規
に
農
民
へ
居

士
号
等
が
贈
号
さ
れ
る
事
例
も
み
ら
れ

る
。
全
国
で
も
破
格
の
戒
名
の
贈
号
が
増

え
、
表
面
化
し
始
め
た
よ
う
で
、
近
世
判

例
集
「
類
例
秘
録
」
に
農
民
の
戒
名
の
事

例
が
二
件
収
め
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も

一
般
農
民
が
院
号
・
居
士
号
・
大だ

い

姉し

号
を

用
い
る
事
に
否
定
的
な
見
解
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
分
不
相
応
な
位
号
の
使
用
に

対
し
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
葬
式
石

碑
院
号
居
士
号
の
法
度
が
公
布
さ
れ
る
。

白
川
郡
伊
香
村
（
現
塙
町
）
名
主
文
書
に
、

同
法
度
を
記
す
「
石
碑
御
法
度
書
之
寫
」

（
伊
香
区
有
文
書
七
）
が
伝
わ
っ
て
お
り
、

農
民
の
石
碑
へ
の
院
号
・
居
士
号
の
使
用

を
禁
じ
、
既
存
戒
名
も
石
碑
修
復
時
に
院

号
・
居
士
号
を
除
く
よ
う
命
じ
て
い
る
。

同
法
度
は
相
馬
中
村
藩
「
給
人
以
下
諸
法

度
」
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
諸
藩

も
独
自
に
戒
名
の
統
制
を
図
っ
て
い
く
。

　

近
世
中
後
期
、
農
民
が
分
不
相
応
な
位

号
を
受
け
る
機
会
は
増
え
た
と
み
ら
れ
る

が
、
当
初
は
恐

き
ょ
う

懼く

・
受
容
の
姿
勢
が
混
在

し
た
と
思
わ
れ
る
。
幕
末
に
近
づ
き
破
格

の
戒
名
が
増
す
に
連
れ
て
、
為
政
者
は
身

分
統
制
・
奢し

ゃ

侈し

禁
止
の
見
地
か
ら
戒
名
統

制
を
強
め
て
い
っ
た
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）

米
沢
藩
政
下
の
伊
達
郡

東
根
郷
で
の
鮒
・
鰻
漁
規
制
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近
世
期
の
只
見
地
方
は
、
南
山
御
蔵
入

領
に
含
ま
れ
、
寒
冷
な
高
地
が
多
く
、
一

般
的
な
村
落
に
比
べ
て
田
畑
の
生
産
力
が

低
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
補
う
よ
う

に
、
他
の
産
業
発
展
と
資
源
開
発
が
進
ん

だ
。
前
者
は
養
蚕
業
の
発
展
や
伊い

北ほ
う

麻あ
さ（

晒

布
）
な
ど
の
特
産
品
の
生
産
で
あ
り
、
後

者
は
山
林
に
眠
る
木
材
・
山
菜
の
活
用
や

銅
・
鉛
な
ど
の
鉱
物
資
源
獲
得
で
あ
る
。

特
に
資
源
は
、
通
り
が
か
り
の
者
で
さ
え

も
注
目
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で

は
、
会
津
郡
叶
津
村
（
現
只
見
町
）
で
発

見
さ
れ
、
他
村
の
者
が
開
発
を
試
み
た
謎

の
鉱
物
資
源
を
紹
介
し
た
い
。

　

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
七
月
、
越
後

国
蒲
原
郡
葎

も
ぐ
ら

谷だ
に

村
（
現
三
条
市
）
健
蔵
と

同
郡
吉
ヶ
平
村
（
同
市
）
倉
蔵
ら
が
、
叶

津
村
名
主
の
長
谷
部
保
三
郎
へ
山
定
証
文

「
相
渡
シ
申
一
札
之
事
」
（
長
谷
部
大
作

家
文
書
一
三
三
〇
）
を
提
出
し
た
。
健
蔵

ら
は
叶
津
村
字
名
香
沢
の
山
中
で
「
雪
香

石
」
な
る
鉱
物
を
発
見
し
、
開
発
・
掘
削

す
る
こ
と
を
計
画
し
た
の
で
あ
る
。
ま
ず

は
田
島
代
官
所
に
届
け
出
た
と
こ
ろ
、
健

蔵
ら
に
開
発
を
任
せ
る
と
の
判
断
が
下
っ

た
。
そ
こ
で
、
健
蔵
ら
は
叶
津
村
に
本
書

を
提
出
し
、
山
役
銭
を
納
め
る
事
を
条
件

に
、
「
雪
香
石
」
の
開
発
及
び
周
辺
の
用

益
権
の
取
得
を
願
い
出
た
。
証
文
で
、
山

役
銭
は
開
発
者
一
人
に
つ
き
金
二
朱
ず

つ
、
四
人
分
総
計
金
二
分
と
し
、
山
中
の

松
や
用
木
の
伐
採
を
禁
じ
、
山
先
（
山
師
）

を
一
人
立
て
、
目
に
余
る
行
い
が
あ
っ
た

場
合
は
山
仕
舞
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
た
。

な
お
、
同
年
六
月
付
「
指
上
申
證
文
之
事
」

（
同
家
文
書
一
二
五
七
）
も
本
件
に
関
す

る
史
料
で
、
本
書
の
前
段
階
で
提
出
さ
れ

た
山
定
証
文
と
み
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
肝
心
の
「
雪
香
石
」
だ
が
、
管

見
の
限
り
で
ど
の
よ
う
な
鉱
物
資
源
で
あ

る
か
を
記
し
た
史
料
・
文
献
は
見
当
ら
な

い
。
あ
く
ま
で
筆
者
の
推
測
だ
が
、
会
津

地
方
に
産
地
が
多
く
、
付
近
に
鉱
床
が
あ

り
、
音
が
似
た
「
石
膏
」
の
可
能
性
を
指

摘
し
た
い
。
さ
ら
に
憶
測
を
挟
む
な
ら

ば
、
表
記
の
似
た
「
雪
花
石
膏
（
ア
ラ
バ

ス
タ
ー
）
」
か
も
し
れ
な
い
。
「
雪
香
石
」

の
正
体
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

開
発
の
行
く
末
も
不
明
だ
が
、
山
に
は

様
々
な
魅
力
的
な
資
源
が
眠
っ
て
お
り
、

近
世
期
の
人
々
は
こ
れ
に
目
を
向
け
開

発
・
活
用
を
図
っ
た
。
そ
し
て
、
本
書
の

よ
う
に
、
村
落
・
国
境
を
越
え
て
積
極
的

に
資
源
開
発
に
着
手
す
る
よ
う
な
事
例
も

あ
っ
た
の
で
あ
る
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）

　

『
蚕
養
手
引
草
』
の
板
本
は
、
当
館
収

蔵
の
檜
枝
岐
村
文
書
と
佐
藤
健
一
家
文
書

に
一
冊
ず
つ
あ
る
。
後
者
は
、
表
紙
に
三

頭
の
跳
ね
駒
が
色
刷
り
さ
れ
、
本
文
の
挿

絵
も
彩
色
刷
り
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
県

内
に
は
二
冊
の
写
本
が
存
在
し
て
い
る
。

　

『
蚕
養
手
引
草
』
は
、
会
陽
（
会
津
）

南
山
の
檜
枝
岐
村
名
主
の
星
氏
が
南
山
御

蔵
入
領
で
養
蚕
の
普
及
を
意
図
し
、
万
延

元
年
（
一
八
六
〇
）
七
月
に
出
版
し
た
養

蚕
書
で
、
中
本
の
一
一
丁
か
ら
な
る
竪
帳

で
あ
る
。
奥
書
に
は
「
星
氏
蔵
板
」
と
あ

り
、
そ
の
落
款
は
「
星
」
「
氏
」
と
読
め

る
。
序
文
は
万
延
元
年
初
夏
（
四
月
）
に

会
陽
南
山
在
住
の
春
夏
亭
秋
冬
が
書
い
て

お
り
、
こ
れ
は
星
縫ぬ

い
ど
の殿

之の

助す
け

（
元
禎
）
の

雅
号
と
み
ら
れ
る
。

　

内
容
は
、
蚕
養
の
秘
伝
を
中
心
に
、
蚕

の
良
し
悪
し
の
見
分
け
方
・
鼠そ

害が
い

の
防
ぎ

方
な
ど
が
一
つ
書
き
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　

上
の
図
は
、
女
性
が
わ
ら
だ
に
桑
か
け

し
て
い
る
場
面
で
、
白
沢
村
（
南
会
津
町

白
沢
）
出
身
の
桃
村
が
描
い
て
お
り
、
右

下
の
落
款
も
「
桃
村
」
と
判
読
で
き
る
。

桃
村
は
、
会
津
藩
御
抱
絵
師
で
あ
っ
た
遠

藤
香こ

う
そ
ん村

門
人
の
渡
部
（
馬
場
）
南な

ん
が
く嶽

の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
挿
絵
は
香
村
に
入
門
す

る
前
の
本
名
桃
村
で
描
い
て
お
り
、
年
紀

が
明
ら
か
な
基
準
作
と
し
て
貴
重
な
作
例

と
い
え
よ
う
。
こ
の
ほ
か
に
、
桑
を
摘
む

姉
弟
・
蚕
の
変
態
な
ど
の
挿
絵
が
あ
る
。

　

宮
沢
村
（
南
会
津
町
宮
沢
）
出
身
で
農

商
務
省
役
人
で
あ
っ
た
河
原
田
盛
美
は
、

『
蚕
養
手
引
草
』
を
何
冊
か
所
有
し
て
お

り
、
盛
美
が
幼
い
頃
よ
り
縫
殿
之
助
の
謦

咳
に
接
し
て
学
問
を
し
て
い
た
こ
と
に
よ

る
の
で
あ
ろ
う
。
盛
美
は
、
明
治
二
十
三

年
（
一
八
九
〇
）
十
月
以
前
に
農
政
史
家

の
織
田
完
之
に
一
冊
贈
っ
て
お
り
、
盛
美

と
織
田
が
若
松
県
職
員
時
代
か
ら
知
己
で

あ
っ
た
こ
と
と
関
係
す
る
と
み
ら
れ
る
。

　

江
戸
時
代
の
檜
枝
岐
村
に
は
信
達
地
域

の
ほ
か
に
沼
田
街
道
を
通
じ
て
上
野
国
の

養
蚕
技
術
も
伝
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
『
蚕

養
手
引
草
』
が
伊
達
郡
掛
田
村
（
伊
達
市

霊
山
町
掛
田
）
の
蚕
種
製
造
の
先
駆
者
で

『
養
蚕
茶
話
記
』
の
作
者
で
あ
る
佐
藤
友

信
の
生
家
に
も
伝
来
し
て
い
た
こ
と
の
意

義
は
大
き
い
の
で
あ
る
。�

（
渡
邉 

智
裕
）

「
雪
香
石
」
の
発
見
と
開
発

河
原
田
盛も

り

は

る美
と

　
　
　
　
　

『
蚕

か
い
こ

養
や
し
な
い

手
引
草
』
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相渡シ申一札之事
（冒頭部分）



　

戦
時
下
の
人
々
に
と
っ
て
、
戦
局
の
推

移
は
重
大
か
つ
切
実
な
関
心
事
で
あ
っ

た
。
彼
ら
は
、
領
主
か
ら
の
伝
達
を
待
つ

だ
け
で
な
く
、
前
号
で
見
た
個
人
的
な
経

路
も
利
用
し
て
情
報
を
入
手
し
て
い
た

が
、
戊
辰
戦
争
期
に
は
新
聞
と
い
う
情
報

源
が
新
た
に
加
わ
る
こ
と
と
な
る
。

　

日
本
に
お
け
る
新
聞
の
嚆
矢
は
、
文
久

元
年
（
一
八
六
一
）
に
発
行
さ
れ
た
英
字

新
聞
『
ザ
・
ナ
ガ
サ
キ
・
シ
ッ
ピ
ン
グ
・

リ
ス
ト
・
ア
ン
ド
・
ア
ド
バ
タ
イ
ザ
ー
』

と
言
わ
れ
、
翌
年
に
は
幕
府
の
蕃ば

ん
し
ょ所

調
所

に
よ
る
翻
訳
新
聞
『
官
板
バ
タ
ビ
ヤ
新

聞
』
も
発
行
さ
れ
て
い
る
。
以
降
、
新
聞

は
近
代
社
会
に
不
可
欠
な
公
器
と
し
て
普

及
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の

大
き
な
節
目
と
な
っ
た
の
が
戊
辰
戦
争
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
時
期
の
代
表
的
な
新
聞
と
し
て

は
、
慶
応
四
年(

一
八
六
八)

二
月
創
刊

柳
河
春

し
ゅ
ん

三さ
ん

の
『
中
外
新
聞
』
や
同
閏
四
月

創
刊
福
地
源
一
郎
の
『
江
湖
新
聞
』
が
あ

り
、
各
紙
と
も
戊
辰
戦
争
の
報
道
に
力
を

入
れ
て
い
た
。
発
行
者
が
旧
幕
臣
、
発
行

地
が
江
戸
と
い
う
こ
と
な
ど
か
ら
、
旧
幕

府
よ
り
の
記
事
が
目
立
つ
。

　

ち
な
み
に
、
福
島
県
域
で
は
、
信
達
四

郡
役
を
務
め
た
堀
江
家
に
伝
わ
る
古
文
書

の
な
か
に
、
前
述
の
「
中
外
新
聞
」
（
堀

江
正
樹
家
文
書
一
〇
七
五
）
が
残
さ
れ
て

い
る
。
「
慶
応
四
年
四
月
吉
日
梁
川
瀬
戸

屋
ヨ
リ
至
来
」
と
の
書
込
が
あ
り
、
刊
行

後
ほ
ど
な
く
入
手
し
て
い
た
よ
う
だ
。
慶

応
四
年
の
四
月
と
い
え
ば
、
三
日
に
仙
台

藩
の
会
津
討
伐
軍
が
梁
川
に
滞
陣
（
翌
日

出
立
）
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
各
号
に
「
堀
江

家
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る

と
、
同
家
で
は
不
安
に
か
ら
れ
た
村
人
た

ち
の
求
め
に
応
じ
て
閲
覧
さ
せ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
旧
幕
府
側
の
動
き
に
対
し

て
、
新
政
府
側
も
独
自
に
情
報
の
発
信
を

行
な
っ
て
い
る
。
慶
応
四
年
二
月
創
刊

『
太だ

政
じ
ょ
う

官か
ん

日
誌
』
や
同
五
月
創
刊
『
江こ

う

城
じ
ょ
う

日
誌
』
な
ど
の
発
行
で
あ
る
。

　

新
聞
の
登
場
に
よ
り
、
人
々
は
よ
り
多

く
の
情
報
を
簡
単
に
入
手
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
発
行
者
の
思
惑
に
従

い
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
い
ず
れ
が
正
し
い

の
か
（
あ
る
い
は
、
と
も
に
間
違
っ
て
い

る
の
か
）
を
判
断
す
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
い
。

　

戊
辰
戦
争
に
よ
っ
て
新
聞
の
普
及
は
進

み
、
報
道
と
い
う
「
戦
場
」
が
生
み
出
さ

れ
た
。
人
々
は
、
居
住
地
に
関
わ
ら
ず
、

読
者
と
し
て
新
た
な
戦
い
へ
と
身
を
投
じ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。�

（
山
田 

英
明
）

一
、
展
示
公
開

「
檜
枝
岐
村
文
書
の
世
界
」

　

江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の

史
料
か
ら
、
村
の
景
観
や
生
業
、
明
治
初

期
の
村
政
な
ど
を
読
み
解
き
ま
す
。

【
会
期
】
七
月
三
十
日
ま
で

【
解
説
会
】
七
月
二
十
二
日
。
午
後
一
時

か
ら
一
時
間
程
度
。

「
奥
会
津
の
古
文
書

　
　
　
　

―
長
谷
部
家
文
書
の
魅
力
―
」

　

県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
長

谷
部
家
文
書
の
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
。

【
会
期
】
九
月
九
日
～
十
二
月
二
十
四
日

【
解
説
会
】
九
月
十
六
日
、
十
月
十
四
日
、

十
一
月
十
八
日
、
十
二
月
十
六
日
。
午
後

一
時
か
ら
一
時
間
程
度
。

「
新
公
開
史
料
展
」

　

平
成
二
十
八
年
度
に
刊
行
し
た
収
蔵
資

料
四
十
八
集
に
収
録
し
た
国
見
町
の
「
佐

藤
五
兵
衛
家
文
書
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
会
期
】
平
成
三
十
年
一
月
二
十
日
～
三

月
十
八
日

【
解
説
会
】
平
成
三
十
年
一
月
二
十
七
日
、

二
月
二
十
四
日
、
三
月
十
七
日
。
午
後
一

時
か
ら
一
時
間
程
度
。

二
、
フ
ィ
ル
ム
上
映
会

　

日
本
の
伝
統
文
化
に
関
す
る
作
品
の
上

映
。
会
場
は
と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化

セ
ン
タ
ー
（
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）
視
聴
覚

室
。
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
。
参
加
費
無

料
。
事
前
申
込
不
要
で
す
。

【
日
程
】
第
二
回
八
月
十
九
日
「
南
相
馬

の
炭
焼
き
」
ほ
か
。
第
三
回
十
月
十
四
日

「
美
濃
紙
の
道
具
づ
く
り
」
ほ
か
。

三
、
古
文
書
講
座

　

「
檜
枝
岐
村
文
書
」
を
テ
キ
ス
ト
に
古

文
書
解
読
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。�

【
日
程
】
八
月
十
九
日
、
九
月
二
日
、
九

月
十
六
日
、
九
月
三
十
日
の
全
四
回

【
会
場
等
】
と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化

セ
ン
タ
ー
二
階
会
議
室
。
資
料
代
要
。
時

間
は
何
れ
も
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
の
二

時
間
。
※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
申
込

方
法
等
は
Ｈ
Ｐ
等
で
ご
案
内
し
ま
す
。

四
、
地
域
史
研
究
講
習
会

　

地
域
史
料
の
保
存
と
活
用
方
法
や
研
究

な
ど
の
理
解
を
深
め
る
講
習
で
す
。�

【
日
程
】
十
一
月
十
一
日

【
会
場
等
】
と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化

セ
ン
タ
ー
二
階
会
議
室
。
資
料
代
要
。
※

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

村
人
た
ち
の
戊
辰
戦
争
３

平
成
二
十
九
年
度
行
事
予
定

 　

（
平
成
二
十
九
年
七
月
～
平
成
三
十
年
三
月
）
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